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STORY 08.　ドタバタ！日本行脚のライブ配信















懐かしい木村との送り状早書き競争。単調な作業でも、

その中で楽しみを見出そうと、いつもこのようなことを

していました。

一番最初の記憶にあるのは佐賀県地域産業支援センター

に入居した直後、何もない部屋に机と椅子を購入して組み

立てた時。どちらが早く椅子を組み上げることができるか

という競争をしました。

その椅子は、15年経った今でも現役で動いています。さすが

に高さ調整のガスが抜けてきているのか、座っていると

いつの間にか高さが下がってきて、買い替え時かもしれま

せんが、愛着があってなかなか買い替えられていません（笑）

DMの送付時にも競争をすることで、こう資料を置いて、

この作業はまとめて行った方が早いななど、お互いの動き

から良いところを取り入れて、全体の時短につながり

ました。退屈にならないように競争しながらも、しっかりと

効率化にもつながっていたので、よい習慣だったのかな？

と思います。

ただ、こういう段取り系の工夫、やっぱり木村が一番多く

出されていたように思います。

弊社社長はやはりアイデアマンです！

つれづればなし

徒 然 噺




